
(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

平田　幹夫 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

　教育学部　附属教育実践総合センター 職　　名

①教員希望ゼミ生に対しては、学校現場に触れる機会を多く持ち、子ども理解と実
践的指導力が高まるように指導を行う。
②ゼミの教員希望の学生に対して、教員採用試験に関する情報を提供し、採用試験
に関するアドバイスを行う。
③教員志望OB学生（補充教員）に対する支援を行う。

名　　前

0.25

①附属中学校研究の総論における共同研究者として共同研究を行う
②教育実践ボランティアの活動を報告書としてまとめる
③教育に関する論文を書く
④カウンセリングにおける描画対面法の開発研究を行うために、科研費及び奨学寄
付金の獲得を目指す。特に、奨学寄付金においては、不登校の子ども及び保護者
への支援を含めた研究であることを個別に説明し獲得を目指す。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
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援

研
究

①3年次(２名)のゼミ指導を行う。
②4年次（１名）の卒論指導を行う。
③教育実践ボランティア事業を通して、教員養成段階における学生の実践的指導力
を高めるようにする。
④学生のプレゼン能力を高める授業を行う。
⑤教師になっているゼミ卒業生への定期的なフォローアップを行う。
⑥アクティブラーニングを取り入れた授業を行う。

0.25

平成２８年度　年度末自己点検結果

①教育学部　教育委員会委員
②教育実習委員会附属小学校部会長
③教育実習委員会附属小学校部会長
④NARAEネット事務局次長

業務
ウェイト比
（実績）

0.20

0.25

0.20

①3年次(２名)のゼミ指導を行うことができた。
②4年次（１名）の卒論指導と教員採用試験の指導を行った。
③教育実践ボランティア事業を通して、教員養成段階における学生の実践的指導力を高め
る取り組みを行った。
④学生のプレゼン能力を高めるために、毎時間授業内容をパワーポイントで作成する授業
を行った。
⑤教師になっているゼミ卒業生への定期的なフォローアップを行った。
⑥講義（臨床描画心理学）の中にアクティブラーニングを取り入れた授業を毎時間行った。
⑦教育実習中の学生へのメンタルに対する支援を行った。

①浦添市内の小学校と共同研究を行うことができた。
②教育実践ボランティアの活動を報告書第24号をまとめた。
③センター紀要に論文を投稿した。
④カウンセリングにおける描画対面法の開発研究を行うために、奨学寄付金39万円を獲得
することができた。

①教員免許更新講習への協力
②浦添市立教育研究所の運営委員長としてよりよう運営が行えるように取り組む。
③県及び市町村教育委員会及び小中高学校での研修会への協力
④那覇市こども政策審議会部会長
⑤沖縄市行政評価委員長として教育行政の評価を行う
⑥児童生徒・保護者・教員へのカウンセリング

0.30

①教員希望ゼミ生に対しては、学校現場に触れる機会を多く持ち、子ども理解と実践的指導
力が高まるように指導を行った。
②ゼミの教員希望の学生に対して、教員採用試験に関する情報を提供し、採用試験に関す
るアドバイスを行った。
③教員志望OB学生（補充教員）に対する教員採用試験対策の支援を行った。
④教員採用試験に合格した学生に対して、特別講座の講師を務めた。

0.15

0.10

管
理
運
営

①教育学部　教育委員会委員
②教育実習委員会附属小学校部会長
③教育実習委員会附属中学校部会長
④NARAEネット事務局次長
⑤教員選考調書作成委員会委員長（実践センター教員採用に関して）

①教員免許更新講習への協力
②浦添市立教育研究所の運営委員長として研究所運営に取り組んだ。
③県及び市町村教育委員会及び小中高学校での研修会で講師として関わった。
④那覇市こども政策審議会委員長として審議会の運営を行った。
⑤沖縄市行政評価委員長として教育行政の評価を行った。
⑥児童生徒・保護者・教員へのカウンセリングを行った。
⑦実践センター協議会の常任幹事として協議会の運営に関わった。
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